
森林組合系統の森林クレジットに
かかる取り組みについて

全国森林組合連合会
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令和５年3月8日（水）J-クレジット制度活用促進セミナー



森林組合系統（Jforestグループ）とは
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 森林組合は森林所有者が互いに協同して林業の発展をめざす協同組合です。
 「森林組合法」（林野庁所管）に基づいて設立されており、森林所有者の経済的社会的地位の向上並びに森林の保続培

養及び森林生産力の増進を図り、もって国民経済の発展に資することを目的としています。
 森林組合の組合員数は全国で約150万人。市町村・郡段階の森林組合と都道府県段階の森林組合連合会（県森連）、

そして全国段階の全国森林組合連合会（全森連）で、３段階の系統組織を構成しています。

 森林組合は森林所有者からの委託を受けて、
森林所有者の森林を管理（造林、保育及
び間伐・主伐等）しています。

 日本の森林面積2,500万haのうち、森林
組合の組合員所有面積は1,050ha
（42%）を占め、森林組合は日本の林業
の最大の担い手と言えます。

（単位:万ha)

うち組合員所有面積 1,056 42%
うち上記以外（国有林等） 1,449 58%
うち人工林面積 1,020 41%
うち天然林面積 1,485 59%

日本の森林面積 2,505

※組合員数は平成30年度調査。組合数は令和4年4月現在。森林面積（人工林、天然林も）は平成29年４月現在。組合員所有面積は令和２年度調査。



森林組合系統向けの森林クレジットプラットフォーム（令和５年１月13日（金）プレスリリース①）

3※出典）令和５年１月13日全森連・農林中金プレスリリース資料から抜粋



森林クレジットプラットフォーム（イメージ）（令和５年１月13日（金）プレスリリース②）

4※出典）令和５年１月13日全森連・農林中金プレスリリース資料から抜粋



森林・林業のサステナブルな循環（令和５年１月13日（金）プレスリリース③）

5※出典）令和５年１月13日全森連・農林中金プレスリリース資料から抜粋


